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論文内容の要旨
【目　的】
高齢者においては、身体状況・機能の点より、十分な負荷試験が実施できないことも多く、また、
侵製を伴う冠動脈造影（以下、CAG）についてはその合併症や本人や家族の同意が得られないこ
とも多いため、冠動脈疾患の診断に困難を極めることもある。そのため、非侵襲釦と、正確に冠動
脈疾患の有無を判定することができる検査法が期待されている。最近、冠動脈の石灰化やその形状
と内腔狭窄との間に強い相関があり、また、石灰化の程度と内腔狭窄の重症度の間にも相関がある
ことがわかってきた。electron beam CT（以下、EBCT）は、石灰化検出についてたいへん優れた
能力を持っており、そこで我々は、CAGを行った患者を対象にEBCTを施行し、同時に冠動脈疾患
の診断に対し従来より一般的に行われてい、るトレッドミル運動負荷心電図検査（以下、TM）を施
行することにより、その両者の冠動脈疾患に対する診断的有用性を比較し、加齢の及ぼす影響につ
いて検討した。
【方　法】
対象は、冠動脈疾患疑いにて当科でCAGを施行した196例で、男性136名、女性60名である。
年齢の分布は、50歳未満39名、50歳台53名、60歳台65名、70歳以上39名、平均58．4歳である。CAG
は、主にJudkins法にて施行し、その評価はAHA分類に基づいて行い、左主幹動脈は50％以上、そ
の他の冠動脈では75％以上を有意狭窄とした。EBCTは、Imatron社製C－100scannerを用い、単純撮
影で最大吸気下・拡張期心電図同期、スキャン時間100msにて気管分岐の約1cm下より3mm厚、3
mm間隔にて40スライスの体軸横断像を撮影し、冠動脈石灰化の評価を行った。評価方法としては定
性的なものを用い、CAGでの有意狭窄部位と一致して、冠動脈石灰化があるものを有意とした。
石灰化は、最大CT債が130HU以上で、かつそめ面積が1md以上のものを有意とした。CAGにて有
意狭窄が認められなかった例では、40スライスの画像全体でいずれかの冠動脈に石灰化があれば
EBCT陽性とした。TMはMarquette社製CASE12を用い、BruCe prOtOCOlにて行い、原則として年齢に
応じた目標心拍数に達した時点で終了としたが、自覚症状あるいは及び他感覚的所見出現時にも終
了とした。心電図上、J point＋80msにおける基線より0．2mV以上の低下を有意とした。
【結　果】
（1）全年齢層での結果及びEBCTとTMの比較…求められたEBCTのsensitivityとspecificity，POSitive
predictive value（以下、PPV），negative predictive value（以下、NPV）は、それぞれ88．5％、76．9
％、88．5％、76．9％であった。また、TMのsensitivityとspecificity，PPV，NPVは、それぞれ66．4％、
72．3％、82．9％、51．6％であり、いずれもEBCTの方が高く、冠動脈狭窄の予知において、TMより
もEBCTが優れていると考えられた。（2）各年齢層別での結果及びEBCTとTMの比較…CAGに対す
る各年齢層別のEBCTとTMのsensitivity、SPeCificity、PPV、NPVは、各年齢層別に分けても、TMよ
りEBCTが冠動脈狭窄の予知において優れていることを示している。（3）TMの運動負荷終了の理由‥・
60歳以上では、目標心拍数に達したのは20％と少なく、逆にleg fatigueやdyspneaが多くなり、十分
－62－
に負荷がかけられていないことが示唆された0
監考　察ヨ
従来より、冠動脈石灰化と冠動脈狭窄の相関は病理学的にも認められていたが、それを評価する
方法、例えばⅩ線透視やCTスキャンは十分に満足のいく方法ではなかった0　しかし、近年、Boyd
らによって開発されたEBCTは最短撮影時間が50msであり、その空間分解能・時間分解能の‘良さに
ょって、動的臓器である心臓に対しても有用性が高く、微小な冠動脈の石灰化も検出可能となった。
全体では、冠動脈狭窄の予知においてはEBCTがTMよりも優れていると考えられた。各年齢別に見
ても同様の傾向にある。特に高齢者では運動負荷でのNPVが低下する傾向にあったが、この原因と
して、運動負荷終了理由としてlegfatigueやdyspneaで終了することが多く十分に負荷がかけられな
いことや、内服薬の影響が考えられる。
抽㍉調
現時点では、冠動脈疾患の診断においてEBCTは優れた方法と考えられ、同時にTMとの比較でも
良好な成親を示し、特に高齢者ではその傾向が強いことが示唆された。
??????‥????????????????．??「．???㍉?㌍?「???????????????????????????????????????????論文審査の結果の要旨
冠動脈疾患疑いで冠動脈造影（CAG）を行った196名につき、electron beam CT（EBCT）単純撮
跡こよる冠動脈石灰化検出とトレッドミル負荷心電図検査（TM）を行い、それぞれの冠動脈疾患
に対する診断的有用性及び加齢の影響について検討した。全症例では、CAGに対するEBCTの
S用SiLivityは89％、SPeCificity77％、POSitivepredictive value89％、negative predictive value（NPV）
7習′右であり、TMでは、それぞれ66％、72％、83％、52％とEBCTの有用性が高かった。これは、各
年齢屑別にみても同様の結果であった。特に高齢者ではせM運動負荷でのNPVが低下する傾向にあっ
たが、この原因として、運動負荷終了理由として下肢疲労や呼吸困難で終了することが多く十分に
tl荷がかけられないことや、抗狭心症薬の彪樽などが考えられた。また、TMは検査の禁忌も多い。
これらのことより、冠動脈疾患の診断においてはEBCTの方がTMより優れていた。本研究はEBCT
が、特に高齢者の冠動脈疾患の診断に優れた方法であることを初めて明らかにしたもので、博士
（医′芋）の学位授与に値するものと評価された。
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